
 

 

 

 

 

 

 

 

 音読をした日数 音読の達人 おうちの人から 
先
生
か
ら 

音読が終わったら、   の中に日づけを書きましょう。 

 

例： 

一度もつかえ

ずスラスラ読

めた。 

すごくがんばった ◎ 
 

ページ 作 品 名 
がんばったね   ○ 

まだまだできるよ △ 

1 
（上）

16～ 
春のうた           印 

2 21～ 白いぼうし 
          

印 

3 53～ 思いやりのデザイン 
          

印 

4 56～ アップとルーズで伝える 
          

印 

5 71～ 一つの花 
          

印 

6 88～ 短歌・俳句
は い く

に親しもう（一）           
印 

7 108～ 神様の階段
だん

           
印 

8 116～ 忘
わす

れもの / ぼくは川           
印 

9 138～ あせの役わり 
          

印 

10 
（下） 

13～ 
ごんぎつね           印 

11 47～ 未来につなぐ工芸品 
          

印 

12 62～ 短歌・俳句
は い く

に親しもう（二）           
印 

13 65～ 友情
じょう

のかべ新聞           
印 

14 92～ まんげつ / 月 / 上弦
じょうげん

の月           
印 

15 99～ 風船でうちゅうへ 
          

印 

16 113～ つながりに気をつけよう 
          

印 

17 125～ スワンレイクのほとりで 
          

印 

18 150～ 手ぶくろを買いに 
          

印 

               

 

【音読をするときの約束】 

１ 声の大きさや速さに注意して読みましょう。 

２ はっきりした発音で読みましょう。 

３ 言葉のひびきやリズム、間の取り方に注意して読みましょう。 

４ 物語文は、登場人物の行動や気持ちなどが分かるように読みましょう。 

５ 学校で作品の勉強が終わったら、「おうちの人」と「先生」にがんばりをチェックしてもらいましょう。 
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